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【背景】 

2020 年 1 月、本県で豚熱が発生し、特定家畜伝染病

防疫指針に基づき沖縄本島中部地域の 10 戸 12,381 頭

が防疫措置対象となった。その後、本島全域において

豚熱ワクチン（GPE－）の接種が承認され、動物衛生課と

協議の上、初回に限り移行抗体を保有しないと推察さ

れる哺乳豚も接種対象とした。哺乳豚への豚熱ワクチン

接種は予防的ワクチンプログラムにおいて本県での実

施が国内初である（図 1）。 

豚熱ワクチンの哺乳豚への安全性・有効性は豚コレ

ラ防疫史等の既報で示されているが、国内の豚熱ワク

チン使用は 2006 年の全面中止以来であり、長らく豚熱

清浄化が維持されていたため、近年、豚熱ワクチン免疫

に関する野外調査は行われていない。今回、哺乳時に

豚熱ワクチンを接種した豚群の免疫付与に関する野外

追跡調査を実施したので、その概要を報告する。 

【調査内容】 

調査対象は本島北部または南部地域の一貫農場 5

戸（F1～F5）で飼養され、哺乳期に豚熱ワクチン（GPE－）

を 1ml/頭で接種した豚群とした。ワクチン接種時の日齢

別に 3 つの試験群を設定した（①群：1～7 日齢、②群：

8～14 日齢、③群：15～21 日齢、F3 のみ①群：1～10 日

齢、②群：11～20 日齢、③群：21～30 日齢）。各試験群

は 9～12 頭（2～3 腹）で、ワクチン接種後 30、60、90、

120 日の抗体価の推移を経時的に追跡した。なお、F2

と F3 については接種後 7、14、21 日も追加して調査を

行った。また、参考として各試験群の母豚 6～11 頭の接

種前、接種後 30 日および 120 日（F3 は 150 日）の検査

も実施した（図 2）。 

【材料と方法】 

対象農場 5 戸の子豚 810 頭（のべ）と母豚 116 頭（の

べ）の非働化血清を用い、豚コレラエライザキットⅡ（株

式会社ニッポンジーン）による ELISA 抗体検査と、GPE－

株および CPK-NS 細胞による中和試験について定法に

従って実施した（図 3）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1 本県の予防的ワクチンプログラム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 2 調査内容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 3 材料と方法 

【短 報】 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 4 ELISA 抗体検査結果（1） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 6 中和試験結果（F2、F3） 

 

 

 

【結果】 

ELISA 抗体は、F2 および F3 において接種後 21 日

に全試験群で確認され、付与率は F2 で 75.8％、F3 で

96.7％であった。接種後30 日にはすべての農場で付与

率 100％となり、ELISA 抗体は調査終了時まで維持され

た。子豚群全体の接種後日数別の平均 S/P 値は図に

示す通りで、接種後 90 日または 120 日まで経時的に上

昇した（図 4、図 5）。中和抗体は、F2 および F3 におい

て接種後 14 日に全試験群で確認され、子豚群全体の

GM 値は F2 で 2.4、F3 で 4.6 となり、接種後 30 日には

すべての農場で付与率 100％となった。子豚群全体の

GM 値の接種後 30 日から 120 日までの推移は、F1 で

43.4→534.7、F2 で 21.9→189.6、F3 で 78.8→776.0、

F4 で 70.2→300.9、F5 で 67.0→406.4 となった。また母

豚群も接種後 30 日にはすべての農場で付与率 100％

となり、接種後 30 日、120 日の GM 値は F1 で 32.0、

128.0、F2 で 17.1、186.8、F4 で 19.0、117.4、F5 で 32.0、

166.0、F3 は 150 日で 348.4 となった（図 6、図 7）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 5 ELISA 抗体検査結果（2） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 7 中和試験結果（F1、F4、F5） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 8 中和試験結果：各試験群の抗体価の推移 

 

 

 

次に、各試験群の中和抗体価の推移を図 8 に示す。

中和抗体は F2 および F3 において接種後 14 日で確認

され、抗体価は 30 日まで緩やかに上昇し、その後の上

昇率が高い傾向が確認された。また、全試験群で抗体

価は接種後 90 日または 120 日まで経時的に上昇した。 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 9 中和試験結果：調査終了時の各試験群と 

母豚群の抗体価 

 

 

 

続いて、調査終了時（ワクチン接種後 120 日）の各試

験群と母豚群の抗体価を図 9 に示す。5 農場中 4 農場

（F1、F3、F4、F5）で接種時の日齢が低い試験群ほど中

和抗体価が高く、子豚群のほうが母豚群よりも抗体価が

高い結果となった。また、子豚群の中和抗体価は農場

によって差がみられたが、調査終了時（ワクチン接種後

120 日）まで中和抗体は維持された。なお、本調査中に

哺乳期のワクチン接種によると思われる事故はなかった。 

【まとめ】 

本島北部または南部地域の一貫農場 5 戸（F1～F5）

で飼養され、豚熱ワクチンを 1ml/頭で接種した 1 日齢

以上の哺乳豚群を対象として免疫付与に関する野外追

跡調査を実施した。その結果、哺乳期にワクチン接種し

た豚群に接種事故はなく、十分な免疫付与が確認され

た。ワクチン接種時の日齢ごとに試験群を設定し追跡し

たところ、全試験群で ELISA 抗体は接種後 21 日、中和

抗体は接種後 14 日で確認され、いずれも接種後 30 日

で付与率100％となった。また、中和抗体価は接種後30

日以降で上昇率が高くなる傾向がみられ、90 日または

120 日まで経時的に上昇した。5 農場中 4 農場でワクチ

ン接種時の日齢が早い試験群ほど抗体価が高い傾向

がみられ、子豚群のほうが母豚群より高い抗体価を示し

た。農場によって子豚群の抗体価に差はみられたが、

抗体は調査終了時まで維持された（図 10）。 

【考察】 

豚熱に対して全く免疫を持たない母豚へワクチンを

接種した後、母豚のワクチン抗体が上昇し、初乳を介し

て子豚が移行抗体を保有するようになるまでには、母豚

の状態や子豚の初乳摂取状況等のさまざまな影響を受

け、一定の時間を必要とする。したがって、清浄な段階 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 10 まとめ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 11 考察 

 

 

 

から豚熱が発生した際の緊急的・予防的ワクチンの使

用においては、豚群の免疫的空白を最小にし、野外ウ

イルスを初動で防圧することを目的として、移行抗体を

保有しない哺乳豚へのワクチン接種は有効と考えられ

た。接種時の日齢が早い試験群で抗体価が高い傾向

については、若齢ほど免疫系の発達が未熟で、ウイル

スの排除が遅く、抗原刺激時間が長くなることが一要因

と推察された。子豚群の抗体価に農場間で差がみられ

る原因は不明だが、品種、栄養状態、他の感染症の有

無、衛生管理状況などとの関連性についても検討が必

要と思われた。若齢豚の免疫応答に関連する詳細な報

告は数少ないため、今後、評価方法の検討やさらなる

解析が必要と考える（図 11）。 
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